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反
社
会
活
動
を
重
ね
て
き
た
統

一
教
会
の
解
散
命
令
請
求
が
、
東

京
地
裁
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
霊
感

商
法
や
高
額
献
金
な
ど
、
深
刻
な

社
会
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
統
一

教
会
は
、
「
勝
共
連
合
」
と
い
う
別

の
顔
を
持
ち
、
日
本
の
政
治
を
大

き
く
歪
め
て
き
ま
し
た
。

　

反
共
と
い
う
一
点
で
岸
信
介
元
首

相
や
笹
川
良
一
、
児
玉
誉
士
夫
ら

と
勝
共
連
合
を
発
足
さ
せ
、
以
来

自
民
党
と
深
く
癒
着
し
、
革
新
自
治

体
や
革
新
運
動
を
激
し
く
攻
撃
し
、

謀
略
ビ
ラ
の
配
布
や
実
力
行
使
な

部内資料

　

ど
手
段
を
選
ば
ず
襲
い
か
か
り
、
革

新
自
治
体
つ
ぶ
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

80
年
代
に
は
首
相
に
就
任
し
た
ば

か
り
の
中
曽
根
首
相
に
「
自
民
党
と

新
内
閣
へ
の
提
言
」
と
題
す
る
文
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
提
言
の
主

な
内
容
は
「
国
鉄
分
割
・
民
営

化
」
「
防
衛
費
の
１
％
枠
撤
廃
」

「
有
事
法
制
」
「
食
料
の
自
由
化
」

な
ど
で
す
。

　

こ
の
他
ス
パ
イ
防
止
法
、
日
韓
ト

ン
ネ
ル
な
ど
を
働
き
か
け
、
そ
の
多

く
は
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
１
９
８
６
年
に
は
衆
参
同
日
選

挙
が
行
わ
れ
、
文
鮮
明
が
自
民
党
に

60
億
円
以
上
の
金
を
使
っ
た
と
報
道

統
一
教
会 

も
う
一
面
の
顔

 

「国
際
勝
共
連
合
」と
自
民
党
癒
着
の
闇

 
食
・農
の
危
機
か
ら
打
開
へ

　

「
生
き
る
事
は
食
べ
る
こ
と
」

こ
の
当
た
り
前
の
こ
と
が
心
配
に

な
る
様
々
な
状
況
が
浮
か
び
上
が

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
の

増
加
に
加
え
、
戦
争
な
ど
に
よ
り

外
国
か
ら
の
輸
入
も
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
の
日
本
の
食
糧

自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
38
％

と
下
が
り
続
け
て
い
る
現
実
に
危

機
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

原
因
は
、
ア
メ
リ
カ
の
要
求
の

も
と
に
輸
入
自
由
化
の
推
進
を
は

か
り
国
内
の
農
業
経
営
の
生
産
基

盤
が
崩
れ
た
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
ま
す
ま

す
自
給
率
の
低
下
に
よ
り
生
活
基

盤
に
ま
で
影
響
が
出
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
不
安
を
感
じ
ま
す
。

　

農
家
の
経
営
を
支
え
る
価
格
保

障
・
所
得
補
償
制
度
に
国
が
力
を

入
れ
農
家
の
経
営
を
支
え
ら
れ
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。　

　

今
年
度
の
農
林
水
産
予
算
（
２

兆
２
６
８
３
億
円
）
の
３
倍
に
も
膨

　
　

  　

読
者
の
声

　

文
科
省
の
発
表
に
よ
り
ま
す

と
、
全
国
の
小
中
学
生
の
不
登
校

は
前
年
よ
り
22
％
増
え
て
29
万
９

千
人
に
な
る
と
い
い
ま
す
。

　

長
野
県
内
の
不
登
校
児
童
、
生

徒
も
10
年
連
続
で
増
加
。
こ
れ
ま

で
５
７
３
５
人
。
コ
ロ
ナ
禍
や
複
数

の
原
因
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
と

は
思
わ
れ
ま
す
が
、
い
じ
め
が
原

因
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
見
逃
せ

ま
せ
ん
。
こ
こ
池
田
町
で
も
36
人

が
い
じ
め
に
よ
る
不
登
校
と
聞
き

ま
し
た
。

　

先
生
方
は
教
職
員
不
足
で
業
務

　

　

産
を
」
な
ど
、
多
く
の
人
々
の
脳
裏
に
焼

き
付
く
言
葉
を
残
し
、
２
０
１
６
年
８
月

に
亡
く
な
っ
た
元
農
民
運
動
全
国
連
合
会

（
農
民
連
）
の
初
代
代
表
、
小
林
節
夫
さ

ん
の
生
前
の
活
動
の
歴
史
が
保
存
さ
れ
た

小
さ
な
文
庫
で
し
た
▼
築 

１ 

５ 
０ 
年 

の 

離 

れ 

跡
を 

改 

修 

し 

た 

９ 

坪 

ほ 

ど 
の 

文 

庫
は
、
長 

年 

節 

夫 

さ 

ん 

と 

農 

民 

運 

動 

を 

と 

も 

に 

し 

て 

き 

た 

人 

た 

ち 

が 

発 

起 

人 

と 

な 

り  

多 

く 

の 

人 

た 

ち 

に 

よ 

る 

募 

金 

に 

よ
っ
て  

２ 

０ 

２ 

１ 

年 

春 

に 

開 

設 

さ 

れ 

ま 

し 

た 

。
文 

庫 

は 

キ 

ッ 

チ 

ン 

と 

茶 

室 

の 

ほ 

か 

板 

の 

間 

に 

は 

節 

夫 

さ 

ん 

の 

書 

斎 

机 

や 

食 

や 

農 

業 

に 

係 

る 

資 

料 

が 

並 

ぶ 

棚
、
真 

ん 

中 

に 

談 

話 

用 

の 

テ 

― 

ブ 

ル 

と 

イ 

ス 

が 

置 

か 

れ 

、 

10 
人 

も 

入

れ 

ば 

い
っ
ぱ 

い 

に 

な 

る 

広 

さ 

で 

す
▼

小
林
節
夫
さ
ん
の
娘
さ
ん
で
あ
る
「
湯
浅

ち
な
み
」
さ
ん
が
迎
え
て
く
だ
さ
り
、

「
節 

夫 

の 

足 

跡 

の 

動 

画 

」
（
30
分

分
） 

を 

視 

聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
動
画
は
販
売
予
定
だ
と

の
こ
と
で
、
自
分
も
購
入
し
て
視
聴
会
を

開
催
し
た
い
と
思
い
な
が
ら
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。 コ

ス
モ
ス
咲
く
９
月
下
旬
に
佐
久

市
の
「
小
林
節
夫
文
庫
」
を
訪
ね

ま
し
た
。
「
モ
ノ
を
作
っ
て
こ
そ

農
民
」
「
一
箸
で
も
一
口
で
も
国

　
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
選
挙
で
中
曽

根
自
民
党
は
大
勝
し
「
戦
後
政
治
の

総
決
算
」
を
か
か
げ
「
軽
武
装
、

経
済
重
視
、
消
極
的
改
憲
路
線
」
か

ら
「
軍
事
大
国
化
、
新
自
由
主
義

経
済
、
積
極
的
改
憲
路
線
」
へ
と
大

転
換
し
、
日
本
列
島
を
不
沈
空
母
化

す
る
と
ぶ
ち
あ
げ
ま
し
た
。

　

統
一
教
会
の
献
金
し
た
お
金
が
こ

の
様
な
結
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
し
て
岸
田
内
閣
は
専
守
防
衛
を
投

げ
捨
て
て
、
先
制
攻
撃
を
可
能
と
す

る
軍
事
費
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
、
５
年
間

で
４３
兆
円
の
大
軍
拡
路
線
を
推
し
進

め
て
い
ま
す
。

　

岸
信
介
元
首
相
に
始
ま
る
自
民
党

と
韓
国
籍
の
統
一
教
会
の
癒
着
、
日

本
政
治
へ
の
内
政
干
渉
問
題
は
徹
底

的
な
解
明
が
不
可
欠
で
す
。

（
渋
田
見　

太
田
勍
）

統一協会問題に関する野党国対

ヒアリング＝10 月 17 日

 藤野保史（やすふみ） 

  比例予定候補と語る会

は
増
え
、
時
間
外
勤
務
、
持
ち
帰

り
仕
事
が
小
学
校
で
77
時
間
以
上

と
過
労
死
ラ
イ
ン
80
時
間
す
れ
す

れ
、
中
学
校
で
89
時
間
以
上
と
、

そ
れ
を
超
え
る
過
酷
さ
で
す
。

　

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
と
い
え
ば

登
下
校
の
生
徒
さ
ん
に
声
か
け
る

く
ら
い
だ
け
ど
、
時
に
、
変
な
お

じ
さ
ん
が
声
か
け
て
き
た
と
な
り

そ
う
だ
し
・
・
・
。

　

と
り
あ
え
ず
、
先
生
方
の
手
助

け
に
、
学
校
行
事
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
登
録
し
て
要
請
が
あ
れ
ば
は

せ
参
じ
ま
す
。

（
吾
妻
町　

西
田
良
平
）

    レシピ　　揚げなすの梅味噌あえ

材料（２、３人分）

なす・・４～５コ

みょうが・・３コ（なければ入れなくてもよい）

梅干し・・２コ

●みそ・みりん・揚げ油

１．梅干しは種を取り、果肉を細かくたたく。

大きめのボウルに入れ、みそ大さじ１.５、みりん大

さじ１を加えてなめらかになるまで混ぜる。

２．なすはヘタを切ってしまむきにし、大きめの乱

切りにする。みょうがは縦半分に切る。

３．揚げ物なべでカリッとするまでなすを揚げる。

（２回くらいに分けて） みょうがも1分くらい揚げる。

４. １と３を混ぜ合わせる。

※今年はなすが大豊作。何回も作ってもあきな

い料理でした。（山本久子）

　

全
国
の
地
方
公
務
員
の
非
正
規

雇
用
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

雇
用
さ
れ
て
何
年
た
っ
て
初
任

給
の
水
準
に
据
え
置
か
れ
る
事
例

も
多
く
、
雇
用
の
継
続
も
約
束
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

非
正
規
職
員
の
９
割
は
１
年
契

約
を
原
則
と
す
る
会
計
年
度
任
用

職
員
で
す
。
そ
し
て
、
女
性
の
占

め
る
割
合
が
80
%
に
も
な
り
ま

す
。

　

結
果
的
に
女
性
に
低
賃
金
、
不

安
定
雇
用
を
強
い
て
い
る
実
態
が

あ
り
ま
す
。

「
仕
事
は
正
規
職
員
時
並
み
、
時

間
も
同
じ
。
な
の
に
３
年
ご
と
に

試
験
を
受
け
直
し
、
給
料
・
ボ
ー

ナ
ス
は
低
い
、
病
気
休
暇
が
無
給

な
ど
待
遇
が
悪
い
」
と
訴
え
て
い

ま
す
。

　

職
種
で
は
保
育
士
、
給
食
調
理

員
、
児
童
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
図

書
館
な
ど
公
務
公
共
が
担
う
べ
き

業
務
で
非
正
規
の
割
合
が
非
常
に

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

池
田
町
の
会
計
年
度
任
用
職
員

に
つ
い
て
次
号
で
報
告
し
ま
す
。

（
中
島    
牛
越
邦
夫
）

ら
ん
だ
軍
事
費
（
６
兆
７
８
８
０

億
円
）
を
農
業
の
担
い
手
政
策

や
、
営
農
を
続
け
ら
れ
る
土
台

の
整
備
に
向
け
て
欲
し
い
と
訴
え

ま
す
。

（
３
丁
目　

薄
井
百
子
）

 

会
計
年
度
職
員
と
は

文
芸
欄　

今
月
は
川
柳
で
す

四
季
狂
う
茹
だ
る
暑
さ
に
雪
だ
よ
り　

   

徳
子

統
一
し
て
家
族
は
バ
ラ
バ
ラ
平
和
な
し　
　

守 　

新
聞
を
読
む
か
ら
見
る
に
変
わ
る
歳      

邦
夫　
　

ファンクラブ主催で 10 月 22 日（日）
に「語る会」を開催しました。大勢
の皆様にご参加いただき、多くの質
問を出していただきました。藤野さ
んも元気いっぱいでした。


